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1. 令和4年3月期第3四半期の連結業績（令和3年4月1日～令和3年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

4年3月期第3四半期 334,273 18.1 7,950 18.8 9,168 19.4 4,835 △3.8

3年3月期第3四半期 282,926 △14.9 6,692 6.9 7,680 1.6 5,025 13.2

（注）包括利益 4年3月期第3四半期　　6,874百万円 （28.9％） 3年3月期第3四半期　　5,332百万円 （20.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

4年3月期第3四半期 143.90 ―

3年3月期第3四半期 149.56 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

4年3月期第3四半期 278,104 128,031 43.5 3,599.73

3年3月期 256,486 119,895 44.3 3,381.81

（参考）自己資本 4年3月期第3四半期 120,953百万円 3年3月期 113,631百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

3年3月期 ― 15.00 ― 17.50 32.50

4年3月期 ― 17.50 ―

4年3月期（予想） 17.50 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 4年 3月期の連結業績予想（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 467,000 15.2 12,200 6.0 13,700 5.6 8,000 1.9 238.09

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 4年3月期3Q 37,591,969 株 3年3月期 37,591,969 株

② 期末自己株式数 4年3月期3Q 3,991,358 株 3年3月期 3,991,287 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 4年3月期3Q 33,600,643 株 3年3月期3Q 33,600,758 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み、持ち直しの

動きが見られるものの、新たな変異株による急速な感染再拡大が続くなど先行き不透明な状況が続いております。

　国内経済においても、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化するなか、新たな変異株による感染再拡大

が懸念されるなど厳しい状況となりました。

　このような環境のもと、当社グループは、新型コロナウイルス感染症により事業活動に制約を受けながらも、お

客様や従業員の安全確保と感染拡大防止を最優先としつつ、商品の安定供給とサービスの提供継続に努めました。

また、グループの総合力向上と経営基盤を強化し将来にわたる持続的な成長を図るため、新規顧客獲得を推進する

とともにＭ＆Ａによる事業領域の拡大に積極的に取り組み、Eastern Green Marketing Pte. Ltd.及びAlamanda 

Singapore Pte. Ltd.（シンガポール共和国において青果の輸入卸販売を展開）、Daiei Trading Co., Inc.（米国

において日本食品の輸入卸販売を展開）を当社グループに迎え入れ、海外・貿易事業の強化を図りました。さら

に、環境の変化に対応すべく、組織、財務、物流などの改革を推進し経営の効率化に努めました。

　以上の結果、売上高は原油価格上昇に伴う石油製品価格の上昇や、建設関連事業及び海外・貿易事業の伸長など

により3,342億73百万円（前年同期比18.1％増）、営業利益は自動車関連事業や海外・貿易事業の伸長などにより

79億50百万円（前年同期比18.8％増）、経常利益は91億68百万円（前年同期比19.4％増）となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は、前期に計上した関連会社の株式を交換したことに伴う特別利益がなくなったこと

や、のれんの減損損失などにより48億35百万円（前年同期比3.8％減）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号  令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

①エネルギー事業

　当事業部門における石油関係につきましては、ガソリンスタンドでの販売は、新型コロナウイルスの感染防止に

配慮して営業するとともに、タイヤ・整備・洗車・コーティングなどトータルサービスの強化を図りました。ま

た、店舗のリニューアルやカーコーティングプロショップの新規出店など、競争力の強化に努めました。その他産

業用燃料などの法人需要向け販売は、石油製品価格の上昇や石油製品需要が減少する厳しい環境のなか、新規・深

耕開拓や各種商材の提案営業を強力に推進しました。

　ＬＰガス関係につきましては、コロナ禍による外食需要の減少により飲食店向けの販売が厳しいものの、新規顧

客獲得やＭ＆Ａによる商圏獲得に取り組み、拡販に努めました。

　以上の結果、売上高は1,660億34百万円（前年同期比33.5％増）、営業利益は石油製品の販売競争激化による利

益率の低下などにより22億52百万円（前年同期比30.5％減）となりました。

②食料事業

　当事業部門における食品関係につきましては、前年同期の外出自粛や営業時間短縮による大幅な外食需要減少の

反動などにより、飲食店向けの畜産加工製品の販売が増加しました。また、高級洋菓子原材料の販売が新規・深耕

開拓に努めたことにより伸長し好調に推移しました。

　酒類関係につきましては、地酒などの差別化商品の販売強化や輸入ワインの取扱商品拡充に努めたものの、飲食

店に対する酒類提供の制限などにより需要が減少し、やや厳しい状況となりました。

　以上の結果、売上高は247億35百万円（前年同期比8.7％減）、営業利益は５億５百万円（前年同期は１億43百万

円の営業損失）となりました。

③建設関連事業

　当事業部門における建設資材関係につきましては、大型鉄骨工事やメガソーラー架台工事が増加したものの、鋼

材価格上昇に伴う利益率の低下などにより営業利益が減少しました。

　ハウジング関係につきましては、ハウスメーカー及び工務店への住宅設備機器の提案営業や、新規・深耕開拓に

努めました。

　以上の結果、売上高は323億58百万円（前年同期比21.6％増）、営業利益は13億24百万円（前年同期比6.6％減）

となりました。

④自動車関連事業

　当事業部門における国産車販売につきましては、消費マインドが持ち直すなか法人営業の強化に努めたものの、

コロナ禍による生産遅れにより販売台数が減少し、やや厳しい状況となりました。

- 2 -

カメイ株式会社（8037）令和４年３月期 第３四半期決算短信



　輸入車販売につきましては、消費マインドの持ち直しや新車の拡販に努めたことなどにより販売台数が伸長し、

好調に推移しました。

　レンタカー関係につきましては、法人客の新規・深耕開拓に努めたことや、前年同期に比べてビジネス需要やレ

ジャー需要が増加したことにより好調に推移しました。

　以上の結果、売上高は450億85百万円（前年同期比3.3％増）、営業利益は16億73百万円（前年同期比77.4％増）

となりました。

⑤海外・貿易事業

　当事業部門における海外事業関係につきましては、コロナ禍での巣ごもり需要による米国内で展開する日系スー

パーマーケットの販売伸長などにより好調に推移しました。また、シンガポールの青果の輸入卸販売会社及び米国

の日本食品の輸入卸販売会社をＭ＆Ａにより取得し、海外事業の拡大を推進しました。

　貿易事業関係につきましては、経済活動の再開や需要の回復などにより、アジア向け自動車用電装部品や米国向

け日本食材などの輸出やロシア産水産物の輸入が増加したほか、海外ブランドシューズなどの販売が伸長し好調に

推移しました。

　以上の結果、売上高は357億68百万円（前年同期比19.5％増）、営業利益は23億２百万円（前年同期比43.6％

増）となりました。

⑥ペット関連事業

　当事業部門におけるペットフード・ 用品関係につきましては、自社ブランド商品の開発強化とホームセンター

などへの販路拡大に努めたものの、販売競争の激化により、やや厳しい状況となりました。

　園芸用品関係につきましては、外出自粛に伴う家庭用園芸資材の販売が堅調だったほか、自社ブランド除草剤・

肥料の拡販や新規・深耕開拓を推進したことにより順調に推移しました。

　以上の結果、売上高は95億85百万円（前年同期比3.4％減）、営業利益は１億10百万円（前年同期比46.4％増） 

となりました。

⑦ファーマシー事業

　当事業部門につきましては、新規出店による店舗網の拡充効果や地域の皆様から選ばれる「かかりつけ薬剤師・

薬局」への取り組みなどにより処方箋枚数が伸長し、堅調に推移しました。

　以上の結果、売上高は132億60百万円（前年同期比3.0％増）、営業利益は83百万円（前年同期は48百万円の営業

損失）となりました。

⑧その他の事業

　その他の事業につきましては、オフィス機器販売、リース業、運送業及び保険代理店業などを展開しており、新

規顧客の獲得や提案営業の強化に努めました。

　以上の結果、売上高は74億45百万円（前年同期比11.9％減）、営業利益は８億47百万円（前年同期比11.3％増）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は2,781億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ216億18百万円増加し

ました。これは主として、季節的変動等により受取手形、売掛金及び契約資産が151億68百万円、商品及び製品が

61億57百万円増加したことによるものであります。

　負債は1,500億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ134億82百万円増加しました。これは主として、季節的

変動等により支払手形及び買掛金が125億95百万円増加したことによるものであります。

　純資産は1,280億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ81億35百万円増加しました。これは主として、収益

認識に関する会計基準の適用による期首剰余金の増加や、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰

余金が56億12百万円増加したことによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は43.5％（前連結会計年度末は44.3％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　令和４年３月期の通期連結の業績予想につきましては、当第３四半期における海外・貿易事業の米国内で展開す

る日系スーパーマーケットの販売や建設関連事業などが想定よりも伸長したことにより、売上高、営業利益及び経

常利益がそれぞれ前回予想を上回る見込みとなりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、減損損失の

計上などにより前回予想の通りとなる見込みであることから、連結業績予想を修正しております。詳細につきまし

ては、本日別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 43,495 40,021

受取手形及び売掛金 71,002 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 86,170

商品及び製品 18,800 24,957

仕掛品 6,926 2,668

原材料及び貯蔵品 550 558

その他 15,702 15,474

貸倒引当金 △224 △193

流動資産合計 156,253 169,659

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 56,865 61,055

減価償却累計額 △36,008 △37,277

建物及び構築物（純額） 20,856 23,778

土地 30,821 31,800

その他 53,172 56,638

減価償却累計額 △32,938 △34,291

その他（純額） 20,234 22,346

有形固定資産合計 71,913 77,925

無形固定資産

のれん 1,995 4,201

その他 2,544 2,570

無形固定資産合計 4,540 6,772

投資その他の資産

投資有価証券 15,777 16,259

その他 8,853 8,473

貸倒引当金 △850 △984

投資その他の資産合計 23,780 23,747

固定資産合計 100,233 108,445

資産合計 256,486 278,104

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 40,061 52,656

短期借入金 42,210 46,703

未払法人税等 2,324 678

賞与引当金 1,615 634

役員賞与引当金 2 －

その他 23,511 19,210

流動負債合計 109,724 119,883

固定負債

長期借入金 12,292 11,658

役員退職慰労引当金 25 －

退職給付に係る負債 2,288 2,281

資産除去債務 1,150 1,205

その他 11,108 15,043

固定負債合計 26,866 30,189

負債合計 136,590 150,073

純資産の部

株主資本

資本金 8,132 8,132

資本剰余金 7,248 7,248

利益剰余金 99,901 105,513

自己株式 △4,227 △4,227

株主資本合計 111,054 116,666

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,103 2,472

繰延ヘッジ損益 △0 7

土地再評価差額金 381 381

為替換算調整勘定 98 1,429

退職給付に係る調整累計額 △5 △4

その他の包括利益累計額合計 2,576 4,286

非支配株主持分 6,264 7,078

純資産合計 119,895 128,031

負債純資産合計 256,486 278,104
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日

　至　令和２年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年12月31日)

売上高 282,926 334,273

売上原価 232,562 282,273

金融収益 － 593

売上総利益 50,364 52,593

割賦販売未実現利益戻入額 4,700 －

割賦販売未実現利益繰入額 4,987 －

差引売上総利益 50,077 52,593

販売費及び一般管理費 43,384 44,643

営業利益 6,692 7,950

営業外収益

受取利息 51 32

受取配当金 240 267

仕入割引 110 133

持分法による投資利益 54 199

その他 1,099 1,376

営業外収益合計 1,556 2,010

営業外費用

支払利息 303 297

その他 264 494

営業外費用合計 568 791

経常利益 7,680 9,168

特別利益

固定資産売却益 26 27

投資有価証券売却益 － 24

関係会社株式交換益 641 －

その他 85 0

特別利益合計 752 51

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 158 30

投資有価証券評価損 231 410

減損損失 13 476

関係会社整理損 － 160

その他 27 5

特別損失合計 431 1,082

税金等調整前四半期純利益 8,002 8,137

法人税、住民税及び事業税 2,339 2,843

法人税等調整額 342 186

法人税等合計 2,681 3,030

四半期純利益 5,321 5,107

非支配株主に帰属する四半期純利益 295 272

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,025 4,835

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日

　至　令和２年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年12月31日)

四半期純利益 5,321 5,107

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 634 436

繰延ヘッジ損益 △0 8

為替換算調整勘定 △626 1,331

退職給付に係る調整額 4 1

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △10

その他の包括利益合計 10 1,767

四半期包括利益 5,332 6,874

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,996 6,544

非支配株主に係る四半期包括利益 335 329

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会期方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

(1) 代理人取引に係る収益認識

　主に食料事業の直送取引に係る収益に関して、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識してお

りましたが、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額

から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

(2) 第三者のために回収する額に係る収益認識

　エネルギー事業における軽油の販売に関して、従来は、軽油引取税を取引価格に含めて収益として認識してお

りましたが、軽油引取税の納税義務者は当社の顧客であり、当社が第三者のために回収しているものと認められ

ることから、取引価格から軽油引取税相当額を控除した額で収益を認識する方法に変更しております。

(3) 工事契約に係る収益認識

　建設関連事業における工事契約に関して、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事について

は工事進行基準を、それ以外の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、全ての工事について履行

義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足

に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくインプット法によっております。なお、契約におけ

る取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的

な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しており

ます。

(4) 毎月の計量により確認した使用量に基づく収益認識

　エネルギー事業におけるガスの販売に関して、従来は、顧客との契約に基づく毎月の検針日に実施した検針に

よる顧客の使用量に基づいて収益を認識しておりましたが、月末以外の日に実施する検針については、決算月に

実施した検針日から決算日までに生じた収益を見積る方法に変更しております。なお、当該収益の見積りに係る

使用量及び単価の見積り方法は、決算月の日数に対する未検針日数の割合に基づく日数按分によるものでありま

す。

(5) センターフィー等の顧客に支払われる対価に係る収益認識

　主にペット関連事業におけるセンターフィー等の顧客に支払われる対価に関して、従来は、販売費及び一般管

理費として処理する方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

(6) 新車及び中古車の販売に係る収益認識

　自動車関連事業における新車及び中古車の販売に関して、従来は、運輸局等における車両の登録時に収益を認

識しておりましたが、顧客への引渡時に収益を認識する方法に変更しております。

　また、割賦販売に関して、従来は、車両販売の収益を総額で計上し、翌期以降の割賦回収代金に対応する利益

を繰り延べておりましたが、重要な金融要素を除く販売価格については車両引渡時に収益を認識し、重要な金融

要素に係る部分については決済期日までの期間にわたって各期の純損益に配分する方法に変更しております。

　重要な金融要素の影響については連結損益計算書において顧客との契約から生じる収益と区分し「金融収益」

として表示しております。
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　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,884百万円減少し、売上原価は5,042百万円減少し、金融収益

等は535百万円増加し、販売費及び一般管理費は483百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ1,176百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は1,953百万円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への

影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　前事業年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定に

ついて重要な変更はありません。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は、不確定要素が多く、当連結会計年度以降の当社グ

ループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

エネルギー
事業

食料事業
建設関連事

業
自動車関連

事業
海外・貿易

事業

ペット関連

事業

売上高

外部顧客への売上高 124,380 27,098 26,601 43,664 29,938 9,919

セグメント間の内部売上高

又は振替高
867 337 117 150 55 －

計 125,247 27,435 26,718 43,814 29,993 9,919

セグメント利益又は損失（△） 3,238 △143 1,417 943 1,603 75

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

ファーマシ
ー事業 計

売上高

外部顧客への売上高 12,876 274,478 8,448 282,926 － 282,926

セグメント間の内部売上高

又は振替高
33 1,560 4,021 5,581 △5,581 －

計 12,909 276,038 12,469 288,507 △5,581 282,926

セグメント利益又は損失（△） △48 7,086 761 7,848 △1,155 6,692

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　令和２年４月１日　至　令和２年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報機器の販売、運送業、

不動産賃貸業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,155百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,170百万円及び固定資産に係る調整額14百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

エネルギー
事業

食料事業
建設関連事

業
自動車関連

事業
海外・貿易

事業

ペット関連

事業

売上高

外部顧客への売上高 166,034 24,735 32,358 45,085 35,768 9,585

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,236 721 102 121 15 －

計 167,271 25,457 32,461 45,206 35,784 9,585

セグメント利益 2,252 505 1,324 1,673 2,302 110

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

ファーマシ
ー事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,260 326,828 7,445 334,273 － 334,273

セグメント間の内部売上高

又は振替高
48 2,247 4,203 6,450 △6,450 －

計 13,309 329,075 11,649 340,724 △6,450 334,273

セグメント利益 83 8,251 847 9,099 △1,149 7,950

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　令和３年４月１日　至　令和３年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報機器の販売、運送業、

不動産賃貸業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,149百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,165百万

円及び固定資産に係る調整額16百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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